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国際青年環境NGO 

A SEED JAPAN  

代表　宮腰　義仁  

銀行の社会的責任に関する公開質問状へのご回答のお願い
拝啓

時下、貴社ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。

A SEED JAPAN(Action for Solidarity, Equality, Environment and Development/青年による環境と開発と協力と平等のための国際行動）は、1991年10月に設立された国際青年環境NGOです。1992年6月、ブラジルで開催された「地球サミット（国連環境開発会議）」へ青年の声をとどけるため、世界約50ヶ国70団体が参加して「A SEED国際キャンペーン」が行われました。その日本の窓口として、全国の青年の声をまとめ、国連へ提言書を提出したのが始まりでした。そして地球サミットを終えて、会員制度を有する団体として新たにスタートしました。

私たちは国境を越えた環境問題とその中に含まれる社会的な不公正に注目し、より持続可能で公正な社会を目指しています。そのために現在の大量生産・大量消費・大量廃棄のパターンの変更と、南北間・地域間・世代間の格差をなくしていくことが必要だと考えます。このような社会を実現するために、未来の世代を担う青年自らが行動を起こしています。

その一環として、A SEED JAPANでは、環境問題の構造的な課題を解決するために、市民を中心としたお金の流れ「買う・働く・貯金（投資）する」を環境保全、社会的公正に資するものへ変革することを目指した活動を行っており、これまでウェブサイトや各種メディアを通じた啓蒙・提言活動などを実践してきました。2004年1月には東京にてエコロジーと貯金の関係についてのフォーラム「エコ貯金フォーラム」～貯金を変えれば社会が変わる～を開催し、およそ120人の方々の参加を得て成功裡に終了することができました（詳細はウェブサイトhttp://www.aseed.org/ecocho/をご覧ください）。こうした活動を行っていく中で、私たちは、市民の貯金・投資行動への関心を高め、市民の貯金・投資先の選択肢を拡げていくためにも、金融機関が率先して環境・社会配慮行動を実践していく必要があると考えるようになりました。

そこで、私たちは上記の考えに基づき、大手銀行６行（㈱東京三菱銀行、㈱みずほ銀行、㈱みずほコーポレート銀行、㈱三井住友銀行、㈱UFJ銀行、㈱りそな銀行）、大手信託銀行６行（住友信託銀行㈱、中央三井信託銀行㈱、みずほ信託銀行㈱、三菱信託銀行㈱、UFJ信託銀行㈱、りそな信託銀行㈱）に対し、持続可能な社会を達成するためのビジョンと目標、環境・社会配慮における融資基準、情報公開、市民との対話に関してご質問したいと考えております。お忙しい中、大変恐縮ですが、12月30日までに、e-mail、もしくはFAXでA SEED JAPANまで返答いただけますと幸いです。e-mailでご回答される場合は、以下のURLから本質問表のWord形式のファイルをダウンロードし、回答をご記入の上、添付ファイルとしてasj@jca.apc.orgまで送付ください。
質問表をダウンロードできるURL：http://www.aseed.org/ecocho/ questionnaire
なお、頂いた回答はA SEED JAPANのウェブサイト（下記参照）にて公開いたします。貴行の先進的、積極的な取り組みを広く市民に発表するよい機会として活用していただければと思っております。
ご返答の程、どうぞ、よろしくお願い致します。

敬具
	質問に関する返答先、ご連絡先：

A SEED JAPAN事務局　（担当：木村）

〒160-0022　東京都新宿区新宿5-4-23　Tel：03-5366-7484　Fax：03-3341-6030

e-mail：asj@jca.apc.org　Web：http://www.aseed.org/


A SEED JAPAN

銀行の社会的責任に関する公開質問状及び回答票
市民の環境問題への関心の高まりとともに、企業や政府の活動に融資を行う金融機関に対しても社会的責任を求める声が高まっています。元来、銀行は銀行法第一条にみられるように、その事業の特性により、高度な社会的責任を求められていると考えられます。その中で特に重要だと思われる点について、以下のご質問をさせていただきたいと思います。
	回答者のご連絡先の記入をお願いいたします（行名以外の情報は外部には公開いたしません）。

行名：

部署名：

役職：

氏名：

住所：〒

電話：

FAX：

e-mail：


持続可能な社会を達成するためのビジョンと目標
	質問１：CSRビジョン・目標について
貴行は環境・社会配慮行動を行うためのビジョン、もしくは目標をすでに導入していますか？もし、まだ導入していない場合、今後、作成する予定はありますか？

A.　導入している
B.　導入を検討している

C.　導入は検討していないが、必要性は感じている
D.　導入していない、必要性も特に感じない

AあるいはBと回答された場合はビジョン・目標の具体的な内容とその理由を、CあるいはDと回答された場合にはその理由をご記入ください。



金融機関の社会的責任を強化するための国際的なイニシアティブとして代表的なものに国連環境計画（UNEP）の宣言
、あるいはEquator Principles（赤道原則）
があげられます。

	質問２：国際的なイニシアティブの署名状況について
貴行はこれらのイニシアティブに署名していますか？もし、署名していない場合、今後、署名する予定はありますか？（複数回答可）
A. 国連環境計画（UNEP）宣言に署名している、署名予定
B. Equator Principles（赤道原則）に署名している、署名予定

C. どちらも署名していない
AあるいはBと回答された場合は署名した理由を、Cと回答された場合には署名されていない理由をご記入ください。



環境・社会配慮における融資基準

銀行の融資業務における環境・社会配慮のための基準は、SRI（社会的責任投資）における「ネガティブスクリーニング」「ポジティブスクリーニング」と同様、以下の二点に分類できます。
· ネガティブな事業への融資基準：環境・社会に深刻な影響を及ぼす事業への融資を行わない基準

· ポジティブな事業への融資優遇制度：環境・社会配慮を十分に行い、持続可能な社会を構築するために必要な事業への積極的な融資制度

	質問３：融資を行う際の基準について
貴行は、法令順守の融資審査以外（表○参照）に、環境・社会影響の深刻な事業へ融資を行わないための基準を導入していますか？もし、まだ導入していない場合、今後、作成する予定はありますか？
A.　導入している

B.　導入を検討している

C.　導入は検討していないが、必要性は感じている

D.　導入していない、必要性も特に感じない

AあるいはBと回答された場合は基準の具体的な内容とその理由を、CあるいはDと回答された場合にはその理由をご記入ください。



労働金庫や信用金庫などでは、地域活性化、環境保全などを目的とした社会的事業（ソーシャルビジネス、コミュニティビジネス、NPO事業など）への融資優遇制度を導入しています。また、太陽光パネル購入の際の個人ローンなど、個人向けの融資優遇制度を導入している金融機関もあります。
	質問４：NPO等・社会的事業への優遇制度について
貴行は、上記のような社会的な事業、活動に対する融資優遇制度を導入していますか？また、導入していない場合、今後、作成する予定はありますか？

A.　導入している

B.　導入を検討している

C.　導入は検討していないが、必要性は感じている

D.　導入していない、必要性も特に感じない

AあるいはBと回答された場合は制度の具体的な内容とその理由を、CあるいはDと回答された場合にはその理由をご記入ください。



情報公開及び市民との対話
	質問５：環境報告書などの情報公開
貴行は、環境報告書、持続可能性報告書（もしくは同様のウェブサイト、広報誌など）を発行していますか？もし、発行していない場合、今後、発行する予定はありますか？ 
A.　発行している

B.　発行を検討している

C.　発行は検討していないが、必要性は感じている

D.　発行していない、必要性も特に感じない

AあるいはBと回答された場合は報告書の具体的な内容とその理由を、CあるいはDと回答された場合にはその理由をご記入ください。



A SEED JAPANは、金融機関の環境・社会配慮行動の取り組みを紹介し、金融機関担当者と市民との対話を促すためのフォーラムを開催する予定です。

	質問６：市民との対話について

貴行は環境・社会配慮の取り組みに関して、市民とどのようにコミュニケーションをとっていますか？取り組みの具体例（対話イベント、モニター制度、アンケート、社会貢献活動におけるＮＰＯとの協働など）があればご記入をお願いします。 




	質問７：フォーラムへの参加について

貴行は上記のようなA SEED JAPAN主催のフォーラムに参加したいとお考えですか？

（このご質問への回答は非公開といたします）



ご回答、ありがとうございました。なお、質問項目に関して、ご質問等ございましたら、下記までお問い合わせください。

	質問に関する返答先、ご連絡先：

A SEED JAPAN事務局（担当：木村）

〒160-0022　東京都新宿区新宿5-4-23　Tel：03-5366-7484　Fax：03-3341-6030

e-mail：asj@jca.apc.org　Web：http://www.aseed.org/


� 金融団体による環境及び持続可能な開発に関する国連環境計画（UNEP）宣言（日本語訳）：この宣言に署名した金融機関は、環境方針・環境管理体制のチェックなどを行うことになっている。


http://unepfi.net/fii/


� Equator Principles（赤道原則）：国際的な融資をおこなう民間銀行のための環境・社会配慮基準として2003年に導入された自主的なイニシアティブ。世界銀行グループ（国際金融公社）の基準が採用され、深刻な環境影響を及ぼすものに関しては、環境影響評価を行うことになっている。 http://www.equator-principles.com/
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